
 

 

水土里レポート 投稿様式 

投稿月日 平成２７年３月２０日 

タイトル 子ども絵画展「水土里賞」を授与しました！ 

水土里レポーター名 水土里ネット福山 佐々田 愛 

 本年度は「ふるさとの田んぼと水子ども絵画展２０１４」へ全国から８,３５９点の応募があったそうで、

水土里ネット福山では、４つの小学校、２つの保育所、１つの幼稚園から５０７点の応募がありました。その

中から、全国入賞１点、全国入選２点、団体賞１点が選ばれました。 

残りの作品も大変力作で、多くの子ども達が頑張って描いてくれたものばかりなので、水土里ネット福山独

自の賞を設けることになりました。「水土里」の愛称を広めたいという思いを込めて賞は「水土里賞」としま

した。ふくやま美術館の谷藤学芸課長に作品の選定をお願いし１１点が選ばれました。 

  

後日、「水土里賞」受賞者へ賞状と副賞のトロフィーを授与しました。 

 この絵はどんなお子さんが描かれたのかと楽しみにしながら、小学校などへ伺い、直接子ども達に賞状と副

賞のトロフィー渡しました。どのお子さんも、最初は緊張している様子でしたが、賞状とトロフィーを手にし

て、笑顔を見せてくれました。みんなとても元気よく挨拶してくれました。 

福山市立多治米保育所 

 

 

 

 

 

５００点あまりの作品を一点ずつ、全て並べて

選考されました。その中から11点が選ばれまし

た。 

子ども達の眼差し、手や足のしぐさが繊細に描

かれているところや色彩豊かに描かれていると

ころが選考理由となったようです。 

多治米保育所 年長 橋本光巧くん 「だんごむし」 

選考理由  これから丸まるだんごむしや丸まっただんごむしなど、いろいろなだんごむしが描

かれているところがいい。 
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 学校法人杉原学園 松永幼稚園 

   

 

 

 

 

 

    
 

 

 

松永幼稚園 年長 辰巳善隆くん 

「たうえをしたよ」 

選考理由 

絵具がはみ出しているところがいい。苗を

しっかり手に取っているところに喜びを

感じる。 

松永幼稚園 年長 平岡希彩さん 

 「いねをうえたよ」 

選考理由 

鮮やかに描かれている。いろんな動物をた

くさんかいているところがいい。 

東村保育所 年中 福田琉偉くん 「学校農園の田植え」 

選考理由  実際に体験した田植えの風景が描かれているところがいい。 

 

元気いっぱい！田植えの絵を描きました。みんなとびきりの笑顔です！ 

福山市立東村保育所 



 

 

 

   

 

 

 

 

             

 

東村小学校 1年 髙橋愛結さん 

 「みんなががんばったたんぼ」 

選考理由  田植えを体験した様子が鮮やかに描かれ

ている。色彩がいい。 

 

 

駅家西小学校 5年 山下凜人くん 

 「ヒルがついている！びっくり！」 

選考理由  ヒルにかまれながらも最後まで田植えをし

た様子がいきいきと描かれているところがいい。 

 

みんなで田植え、稲刈りと農業体験をした様子がいきいきと描かれています。 

ヒルにかまれるのも貴重な体験です。にっこり笑顔で受賞しました。 

福山市立駅家西小学校 

福山市立東村小学校 



 

 

  

                                              

  

                         

  

 

新涯小学校 2年 岡田奏人くん 

 「大きなザリガニ」 

選考理由 「ザリガニを大きくかきたかった」

と書いてあるとおり、大きくダイナミックに描

かれているところがいい。 

新涯小学校 5年 川辺萌愛さん 

 「くわいの植えつけ」 

選考理由 これから植えるくわいを丁寧に描いて

いる。一見してくわいと分かるように描くのは難し

いが、しっかりと描かれているところがいい。 

新涯小学校 5年 大本悠暉くん 

 「新涯のたからもの」 

選考理由 くわいの葉や花がきれいに描かれてい

る。空想の世界だが、色調も鮮やかに描かれてい

るところがいい。 

新涯小学校５年生は、「くわい」の植付

け、収穫を通じて１年間総合学習をされ

ました。 

特産物である「くわい」や地域に対する

思いが伝わる絵です。 

三人受賞しました。並んでにっこり！ 

福山市立新涯小学校 



 

 

福山市立川口小学校 

      

 

小学校など７か所へ「水土里賞」授与のため伺い、普段お会いする機会の少ない校長先生や所長先生、園長

先生のお話をお聞きし仕事をする上での心構えや子育てについて、大変貴重なお話を伺うことができました。 

また、水土里賞を受賞された子どもさんが、絵だけでなく、吹奏楽や野球をがんばっていることや今回の受

賞でとても自信がついたことなど、子どもさんの様子や親御さんや担任の先生も励みになったとお聞きしまし

た。「ふるさとの田んぼと水子ども絵画展２０１４」へ参加して本当によかったと思いました。 

 水土里ネット福山は、平成２７年度も２１世紀土地改良区創造運動に積極的に参加してまいります。 

 

 

川口小学校 5年 友野梨音さん 

 「くわい植え」 

選考理由 表情、特に目元や手のしぐさが丁寧に描かれ

ているところがいい。 

川口小学校 5年 針間翔生くん 

 「くわいを植える自分」 

選考理由 くわいを植える姿をうまく画用紙いっぱいに

描いている。背中や腰、手のしぐさはなかなか描けない

ものだが、上手に描かれている。 

川口小学校では「くわい」を通じて農業用水のし

くみや環境、歴史、食文化など多方面について取

材し、郷土の農業に関心を深める学習に取り組ん

でおられ、くわいの植付けの様子がいきいきと描

かれています。 

二人とも笑顔で受賞しました。 


